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※ 今週のアウトルック（9/16～9/19）

　先週はドル円、ユーロ円などはレンジ内での動きとなりましたが、

オージー円はこのところのレジスタンスをブレイクして上昇という状況でした。

鉄鉱石など資源価格の上昇も影響しているように思います。

　今週は材料不足のため、基本的にはレンジ内での動きとなる可能性が高いですが、

ポンド円など、レジスタンスブレイクの可能性が高まっている通貨ペアもありますので、

注意が必要なように思います。

　先週ドル円は、相変わらず146円から148円あたりまでの狭いレンジ内の動きとなっています。

９月のFOMCでの利下げが織り込まれる中、材料不足の状態が続いているようです。

　今週も、要人発言や経済指標などで余程のサプライズがない限り、

この狭いレンジを抜けだすことはなかなか難しいように思います。

　ドル円の予想レンジは146円から149円です。

　ユーロドルは相変わらず1.17から1.18付近のレジスタンスに阻まれて、

狭いレンジ内での動きが続いています。

材料視されそうな要因も少ないため、もうしばらくこの状況が続いてしまうのかもしれません。

　ユーロ円も相変わらず174円付近のレジスタンスで足踏み状態が続いています。

ただ、テクニカル的にはブレイクの可能性が高まっていると解釈できる指標もあるため、

今週、一度は175円超えを試すような動きもあるかもしれません。

　ユーロ円の予想レンジは169円から176円です。

　ポンド円は先週末に200円台に乗せて来ています。

このまま200円台をキープできれば、レジスタンスブレイク後の上昇も

期待できるように思います。

　ポンド円の予想レンジは198円から203円です。

　NYダウは46,000ドル付近のレジスタンスをブレイクして上昇を継続しています。

９月のFOMCが反転のキッカケとなる可能性も否定できないので、

注意が必要なように思います。

＊免責事項＊

当レポートを参考にトレードを行い、損失が生じた場合でも、責任は負いかねますのでご了承ください。


